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卒
業
生
を
代
表
し
て
田
島
陽
菜
さ
ん
が
、

三
年
生
と
い
う
最
後
の
年
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
思
い
の
ほ
と
ん
ど
が
叶
わ
な
か
っ
た
苦

し
さ
を
述
べ
、
そ
ん
な
中
で
も
前
向
き
に

作
り
上
げ
た
体
育
祭
や
文
化
祭
な
ど
の
学

校
行
事
を
振
り
返
り
、
短
か
っ
た
三
年
間

に
大
き
く
成
長
し
た
こ
と
や
、部
活
動
で
の

経
験
を
通
し
て「
何
事
に
も
屈
し
な
い
精
神

力
」
を
培
う
こ
と
が
で
き
た
自
分
を
語
っ

た
。
ま
た
、高
校
生
活
を
通
し
て
先
生
方
や

両
親
の
支
え
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、友
と

励
ま
し
合
い
な
が
ら
夢
を
叶
え
る
喜
び
を

実
感
し
、夢
を
追
い
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
何

よ
り
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

式
の
最
後
、
卒
業
生
は
三
年
間
歌
い
慣

れ
親
し
ん
だ
校
歌
を
胸
に
、
参
列
者
の
大

き
な
拍
手
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
思
い
出

深
い
学
び
舎
を
あ
と
に
し
た
。

　

春
と
は
い
え
肌
寒
く
雨
の
朝
を
迎
え
た

３
月
２
日
、
第
112
回
卒
業
証
書
授
与
式
が

挙
行
さ
れ
た
。
本
年
度
も
、
昨
年
同
様
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
来
賓
と
在
校
生
の
参
列
を
取
り
や
め

て
行
わ
れ
た
。
国
歌
が
流
れ
厳
粛
な
雰
囲

気
の
中
、
172
名
の
代
表
と
し
て
三
村
悠
斗

さ
ん
に
水
谷
厚
志
学
校
長
よ
り
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
た
。　

　

式
辞
の
中
で
学
校
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
で
長
期
の
休
校

を
は
じ
め
、
各
種
大
会
や
学
校
行
事
の
中

止
に
よ
り
辛
い
思
い
を
し
た
卒
業
生
で
あ

っ
た
が
、
挫
け
る
こ
と
な
く
努
力
を
重
ね
、

様
々
な
分
野
で
輝
か
し
い
功
績
を
残
し
た

こ
と
を
称
え
た
。
ま
た
、
発
生
か
ら
十
年

を
迎
え
、
や
や
も
す
る
と
人
々
の
関
心
が

薄
れ
ゆ
く
東
日
本
大
震
災
の
時
の
こ
と
を

取
り
上
げ
、
震
災
直
後
の
悲
惨
な
中
に
あ

っ
て
、
両
親
を
亡
く
し
た
九
歳
の
男
の
子

が
と
っ
た
「
自
分
よ
り
他
人
を
思
い
や
る

行
動
」
に
触
れ
、
今
日
の
こ
の
苦
難
の
時

代
に
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の
真
価
が
問
わ

れ
る
と
き
で
あ
り
、
己
を
制
し
苦
難
に
立

令
和
二
年
度  

出
雲
北
陵
高
等
学
校

第
一
一
二
回  

卒
業
証
書
授
与
式

３
月
２
日　

本
校
体
育
館

令
和
二
年
度  

出
雲
北
陵
高
等
学
校

第
一
一
二
回  

卒
業
証
書
授
与
式

３
月
２
日

本
校
体
育
館

ち
向
か
う
「
剛
い
心
」
と
、
人
を
慮
る
・

人
の
痛
み
が
分
か
る
「
柔
し
い
心
」
を
持

っ
て
、
自
分
の
道
を
切
り
拓
い
て
行
っ
て

欲
し
い
と
激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

理
事
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
祝
辞
は
、
時

間
の
都
合
で
文
書
に
よ
り
配
布
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
理
事
長
は
、「
自
分
が
し
た
い

こ
と
は
思
い
切
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
。
ま

た
、
正
直
で
誠
実
な
人
生
を
送
っ
て
欲
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
た
。

学校長式辞

答辞（代表　田島 陽菜） 卒業証書授与（代表　三村 悠斗）

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
賞

三
宅
優
也（
3-5
北陵
）

島
根
県
高
等
学
校
体
育
連
盟

（
卓
球
部　

優
秀
選
手
賞
）

山
本　

歩（
3-2
北陵
）・
山
腰
洋
平（
3-2
北陵
）

三
村
悠
斗（
3-4
北陵
）

島
根
県
吹
奏
楽
連
盟
表
彰

三
成
麻
琴（
3-1
出三
）・
恩
田
太
陽（
3-2
出一
）

加
戸
佑
奈（
3-4
大一
）・
田
島
陽
菜（
3-5
華陽
）

島
根
県
高
等
学
校
体
育
連
盟

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
専
門
部
表
彰
和
上
賞
敢
闘
賞

山
口
翔
大（
3-2
松一
）・
糸
賀
千
珠（
3-5
河南
）

島
根
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
表
彰

飯
塚
一
基（
3-4
平田
）

島
根
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
功
労
賞

吉
岡
七
生（
3-5
北陵
）

皆
勤
賞（
３
ヵ
年
）

佐
藤
奈
々
美（
3-1
向陽
）・
須
田
承
太
郎（
3-2
斐東
）

祝
部　

閑（
3-2
出三
）・
山
本
愛
華（
3-2
出一
）

金
築
公
平（
3-3
平田
）・
玉
木
羅
夢（
3-3
平田
）

古
川
理
名（
3-3
斐東
）・
淺
尾
朋
佳（
3-4
出一
）

伊
藤
朋
子（
3-4
出一
）・
原　

希
波（
3-4
平田
）

嘉
本
拓
馬（
3-5
出一
）・
島
田
莉
空（
3-5
北陵
）

白
築
椋
真（
3-5
河南
）・
安
田　

稜（
3-5
大社
）

森
本
あ
か
音（
3-5
北陵
）・
勝
部　

響（
3-6
出二
）

福
代
雪
乃（
3-6
平田
）

特
別
教
育
活
動
功
労
賞

（
団
体
賞
）

・
吹
奏
楽
部

・
合
唱
部

・
写
真
部

・
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
卓
球
部

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
な
ぎ
な
た
部

（
個
人
賞
）

美
術
部

・
𦚰
坂
ひ
な（
3-5
出三
）・
飯
塚
由
宇（
3-6
大社
）

卒
業
生
受
賞
者
一
覧
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時　

３
月
1
日　

於　

本
校
体
育
館

　

卒
業
式
を
翌
日
に
控
え
た
３
月
１
日
㈪
、

本
年
度
卒
業
生
の
卒
業
生
会（
和
風
会
）入
会

式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

卒
業
生
会
会
長
で
あ
る
森
脇
俊
樹
会
長
か

ら
は
「
挨
拶
は
人
間
関
係
で
一
番
大
切
な
こ

と
で
す
。
本
校
生
徒
は
ど
の
生
徒
も
進
ん
で

挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
出
て
も
し
っ

か
り
と
挨
拶
の
で
き
る
人
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

ま
た
、
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
活
動
が

休
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
良
く
頑
張
っ
て

学
校
生
活
に
臨
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
卒
業
後

も
、
本
校
の
校
訓
で
あ
る
『
柔
し
く
剛
く
』

の
精
神
を
胸
に
、
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
」
と
力
強
い
お
言
葉
で
卒
業
生
達
を

激
励
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
、
更
に
卒
業
生
会
の
輪
が
更
に
広
が

っ
て
い
く
よ
う
努
力
し
た
い
。

 

（
卒
業
生
会
事
務
局
：
竹
内
康
貴
）

卒
業
直
前
講
座

時　

２
月
19
日　
　
　

於　

本
校
黎
明
ホ
ー
ル

　

２
月
10
日
に
続
き
、

２
回
目
の
卒
業
直
前
講

座
が
行
わ
れ
た
。「
源

氏
蛍
の
会
」
代
表
三
浦

成
人
先
生
に
「
生
き
る

と
い
う
こ
と
」
と
題
し
、

お
話
し
を
い
た
だ
い
た
。

ご
自
身
が
、
様
々
な
差

別
を
体
験
さ
れ
な
が
ら
も
そ
れ
に
打
ち
勝
ち
、

ま
た
、
人
間
本
来
の
暖
か
い
心
に
触
れ
て
成

長
さ
れ
た
お
話
は
感
動
的
で
、
生
徒
の
心
に

響
く
内
容
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、

４
月
か
ら
新
し
い
環
境
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

 

（
３
年
主
任　

石
川
剛
亘
）

　

三
年
生
の
皆
さ
ん
卒
業
お
め
で
と
う
。

人
生
に
一
度
き
り
し
か
な
い
中
学
校
生
活

は
い
か
が
で
し
た
か
？
三
年
前
の
春
、
出

雲
北
陵
中
学
校
へ
入
学
し
、
新
し
い
環
境

の
中
、
新
し
い
仲
間
と
出
会
い
、
中
学
校

生
活
を
送
っ
て
き
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
き
っ
と
い
い
思
い
出
も
あ
れ

ば
、
苦
い
思
い
出
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
中
学
校
生
活
で
の
様
々
な
経
験

を
通
し
て
、
現
在
の
皆
さ
ん
自
身
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
は
こ

れ
か
ら
新
た
な
道
へ
進
ん
で
行
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
義
務
教
育
を
終
え
、「
自
分
自

身
で
決
め
た
進
路
」
へ
進
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
先
で
新
た
な
出
会
い
が
待
っ
て
お
り
、

そ
し
て
新
た
な
経
験
を
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
新
た
な
出
会
い
や

経
験
を
通
し
て
、
ま
た
皆
さ
ん
自
身
が
形

成
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
自
身
も
中
学
校
、
高
校
、
大
学
、
社

会
人
と
、
様
々
な
出
会
い
と
経
験
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
現

在
の
「
私
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
と
の
出
会
い
も
現
在
の
「
私
」
を
形

成
す
る
と
て
も
重
要
な
要
素
で
す
。

　
「
学
校
の
先
生
」
と
い
う
職
業
は
、
生

徒
に
教
え
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
見
え
て
、

実
は
生
徒
か
ら
教
わ
る
こ
と
の
方
が
多
い

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
賞

福
間
日
南
子（
中3 

大社
）

島
根
県
中
学
校
体
育
連
盟
会
長
賞

〈
卓
球
部
〉

佐
藤　

卓
斗（
中3 

塩浜
）

〈
な
ぎ
な
た
部
〉

手
錢　

優
果（
中3 

大社
）

第
二
十
三
回  

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

第
二
十
三
回  

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

時

３
月
10
日

中
高
棟
ホ
ー
ル

時

３
月
10
日

中
高
棟
ホ
ー
ル

★
卒
業
記
念
品
★

中
学
校
卒
業
生
表
彰
者

職
業
で
あ
る
と
私
自
身
感
じ
て
い
ま
す
。

三
年
生
の
皆
さ
ん
と
過
ご
し
た
日
々
の
中

で
、
今
ま
で
の
自
分
の
中
に
は
な
い
考
え

や
価
値
観
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
私

自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
と
の
出
会
い
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
新
た
な
道
を
進
ん

で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
た
な
道
の

先
に
、
私
が
皆
さ
ん
と
出
会
え
た
よ
う
に
、

皆
さ
ん
に
も
素
敵
な
出
会
い
が
あ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
、
今

よ
り
も
更
に
成
長
し
た
皆
さ
ん
と
出
会
え

る
こ
と
を
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

改
め
て
、
三
年
生
の
皆
さ
ん
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
こ
の
３
年
間
で
、
ど
ん
な

こ
と
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
か
。
21
名
の
仲

間
、
先
生
や
部
員
と
の
出
会
い
か
ら
、
こ

こ
ま
で
に
随
分
と
考
え
方
も
行
動
も
大
人

に
な
っ
た
と
自
分
は
思
っ
て
い
ま
す
。
目

を
細
め
な
が
ら
一
人
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

よ
く
ぞ
、
時
に
は
苦
悩
を
か
か
え
な
が
ら

も
坂
道
を
登
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
脳
裏

に
ま
ず
浮
か
ん
で
く
る
の
は
い
い
笑
顔
で

す
。
挨
拶
や
返
事
も
気
持
ち
よ
く
や
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
謙
虚
で
素
直
な
心

の
持
ち
主
で
あ
る
証
拠
で
す
。
見
え
る
も

の
も
大
事
で
す
が
、
見
え
な
い
心
や
気
持

ち
を
、
純
粋
に
表
現
で
き
て
い
た
皆
さ
ん

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
き
な
場

で
あ
る
高
校
へ
行
っ
て
も
、「
素
直
な
心
」

と「
謙
虚
な
心
」を
継
続
し
磨
い
て
く
だ
さ

い
。
挨
拶
、
返
事
、
そ
し
て
笑
顔
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
お
わ
り
に
、
人
生
は
、

漢
字
の
ご
と
く
人
と
生
き
る
こ
と
、
そ
し

て
人
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
が
基
本
線
で

す
。
人
生
と
い
う
長
い
坂
道
を
前
か
が
み

で
登
っ
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
に
寄
せ
て副

校
長　
　
　
　

高
橋　
　

豊

出
会
い
に
感
謝三

年
担
任　
　
　

相
場　

翔
太

卒
業
生
会
入
会
式

卒
業
生
会
入
会
式
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出
品
し
た
と
こ
ろ
、
指
定
読
書
の
部
で
最
優

秀
賞
に
𦚰
坂
ひ
な
が
、
自
由
読
書
の
部
で
佐

藤
至
将
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
𦚰

坂
の
作
品
は
島
根
県
代
表
と
し
て
全
国
の
中

央
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
た
。

　

中
央
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
小
・
中
・
高
の

各
都
道
府
県
代
表
539
点
の
中
か
ら
全
国
入
賞

の
32
点
が
選
出
さ
れ
る
。
高
等
学
校
の
部
で

は
、
指
定
・
自
由
読
書
両
部
門
合
わ
せ
て
８

名
の
入
賞
が
あ
り
、
𦚰
坂
の
作
品
「
創
る
」

も
全
国
入
賞
を
果
た
し
、
上
位
か
ら
４
番
目

の
賞
で
あ
る
佳
作
を
受
賞
し
た
。

　

読
書
か
ら
得
た
感
動
を
素
直
に
、
清
新
な

画
風
で
表
現
し
た
こ
と
が
審
査
員
の
高
い
評

価
を
得
た
。
本
校
か
ら
は
初
の
受
賞
で
あ
る
。

 

（
顧
問　

飯
塚
康
弘
）

ご

案

内

第
19
回
出
雲
北
陵
高
等
学
校
進
級
展

日　

時
：
３
月
27
日（
土
）
９
時
〜
17
時

　
　
　
　

３
月
28
日（
日
）
９
時
〜
16
時

場　

所
：
出
雲
文
化
伝
承
館

 

縁
結
び
交
流
館　
　
　
　

 

（
出
雲
市
浜
町
５
２
０
）

入
場
料
：
無
料

多
数
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

𦚰坂ひなの作品

　
「
ふ
る
さ
と
島
根
か
ら
世
界
へ
〜
人
・
自
然
・

文
化
〜
」
と
い
う
主
題
の
も
と
、
各
学
年
が
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
活
動
し
た
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

中
学
１
年

『
ふ
る
さ
と
学
習
』

　

中
学
１
年
生
は
、
昨
年
の
11
月
６
日
に
行
っ

た
出
雲
大
社
を
中
心
と
し
た
ふ
る
さ
と
島
根
の

歴
史
巡
り
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
３
つ
の
班
に

分
か
れ
て
行
っ
た
研
修
の

内
容
を
ま
と
め
て
、
発
表

し
ま
し
た
。

　

近
く
に
あ
る
出
雲
大
社

で
す
が
、
訪
れ
て
は
じ
め

て
知
っ
た
こ
と
が
沢
山
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
を

通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、

計
画
性
の
重
要
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
得
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活

に
生
か
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
２
年

『
職
場
体
験
学
習
』

　

中
学
２
年
生
は
、
出
雲
市
内
の
21
事
業
所

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
昨
年
の
11
月
６
日
に

職
場
体
験
学
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
体
験
学
習
の
振
り
返
り
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

ど
の
事
業
所

に
お
い
て
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切

さ
を
改
め
て
、

学
び
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
働
く
こ
と
の
意
義
、

業
務
や
理
解
、
働
く
上
で
大
切
に
し
な
け
れ

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
発
表
会

令
和
二
年
度

時

２
月
１７
日

ば
い
け
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
得
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活

に
生
か
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
３
年

『
英
語
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
と

隠
岐
研
修
旅
行
』

　

中
学
３
年
生
は
、
昨

年
10
月
16
〜
18
日
に

行
っ
た
隠
岐
研
修
旅
行
、

11
月
４
〜
６
日
に
行
っ

た
英
語
研
修
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
英
語

研
修
で
学
ん
だ
手
法
を

用
い
て
、
自
分
達
が
感

じ
た
隠
岐
の
魅
力
に
つ

い
て
英
語
劇
で
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
１

年
生
に
も
理
解
で
き
る

よ
う
に
、
日
本
語
の
字

幕
を
入
れ
る
な
ど
、
様
々

な
工
夫
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
の

楽
し
さ
や
周
囲
の
人
と

助
け
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
の
学
年
の
発
表
も
素
晴
ら
し
く
、
ク
イ

ズ
を
取
り
入
れ
た
り
、
英
語
を
取
り
入
れ
た

り
と
、
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
20
名
程
の
保
護
者
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
良
い
保
護
者
研
修
の
場
に
も
な

り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
64
回

全
商
情
報
処
理
検
定
合
格
者

時　

１
月
31
日

〈
３
級
合
格
者
〉
39
人

岩
見　
　

颯（
2-1 

大社
）・
長
廻　

洸
太（
2-1 

平田
）

原
田　

拓
実（
2-1 

向陽
）・
松
本　

海
斗（
2-1 

向陽
）

水　
　

歩
夢（
2-1 

平田
）・
立
石
由
紀
野（
2-1 

向陽
）

桶
谷　

凪
佐（
2-2 

松三
）・
桑
原　

聖
斗（
2-2 

出三
）

坂
根　

有
祐（
2-2 

平田
）・
須
谷　

晴
斗（
2-2 

浜山
）

手
銭　

洸
太（
2-2 

大社
）・
原　
　

俊
輔（
2-2 

大社
）

松
本　

琉
利（
2-2 

出南
）・
三
島　

稜
平（
2-2 

出三
）

三
原　
　

陸（
2-2 

平田
）・
太
田　

音
羽（
2-2 

向陽
）

小
川　

る
な（
2-2 

平田
）・
高
橋　
　

彩（
2-2 

北陵
）

立
石　

雪
乃（
2-2 

平田
）・
出
羽　

優
香（
2-2 

平田
）

富
田　

香
澄（
2-2 

出三
）・
森
吉　

七
葉（
2-2 

斐西
）

山
居　

彩
音（
2-2 

斐西
）・
小
片　

祐
希（
2-3 

平田
）

嘉
藤　
　

優（
2-3 

大社
）・
北
尾　

拳
士（
2-3 

北陵
）

小
林　

海
斗（
2-3 

出二
）・
高
橋　

佑
輔（
2-3 

平田
）

滝
尻　

海
斗（
2-3 

出三
）・
野
津　

広
人（
2-3 

河南
）

原　
　

有
矢（
2-3 

北陵
）・
安
食　

果
南（
2-3 

平田
）

江
田
ひ
な
た（
2-3 

出一
）・
坂
根　

千
穂（
2-3 

北陵
）

佐
藤　

七
菜（
2-3 

平田
）・
佐
藤　

陽
菜（
2-3 

平田
）

高
橋　
　

友（
2-3 

平田
）・
立
石　

愛
乃（
2-3 

平田
）

藤
原　

香
織（
2-3 

大社
）

美　

術　

部

読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

坂
ひ
な（
3-5 

出三
）

　

佳
作　
　
（
全
国
入
賞
）

　

最
優
秀
賞（
島
根
県
審
査
会
）

　

第
32
回
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県

審
査
会
が
１
月
13
日
行
わ
れ
た
。
本
校
か
ら

指
定
・
自
由
読
書
の
部
合
わ
せ
て
５
作
品
を



第４２７号　（4）

作
品
と
研
究

　

国
語
総
合
で
芥
川
龍
之
介
作
『
羅
生

門
』を
勉
強
し
ま
し
た
。「
下
人
の
行
方
は
、

誰
も
知
ら
な
い
。」と
い
う
一
文
で
終
わ
る

印
象
的
な
ラ
ス
ト
は
、
い
つ
の
時
代
に
も

読
者
の
想
像
力
を
か
き
た
て
ま
す
。
夜
の

底
へ
か
け
降
り
て
い
っ
た
下
人
は
、
老
婆

は
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。
生
徒
達
が
『
羅

生
門
』
の
そ
の
後
を
創
作
し
ま
し
た
。

松
本　

京
子（
1-5 

向陽
）

　

そ
の
後
、
盗
人
に
な
っ
た
下
人
は
、
老

婆
か
ら
剥
ぎ
取
っ
た
着
物
を
売
り
に
出
か

け
た
。
檜
皮
色
の
着
物
は
あ
っ
と
い
う
間

に
売
れ
て
し
ま
っ
た
。
味
を
し
め
た
下
人

は
、
ど
ん
ど
ん
引
剥
ぎ
に
は
ま
っ
て
い
く
。

盗
人
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
と
、
仲
間

が
で
き
た
。
こ
の
男
は
下
人
と
同
じ
境
遇

で
、
主
人
に
暇
を
出
さ
れ
た
と
い
う
。
意

気
投
合
し
た
二
人
は
だ
ん
だ
ん
と
名
の
知

れ
た
盗
人
に
な
っ
た
。

　

あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
町
を
歩
い

て
い
る
と
、
か
つ
ら
を
売
っ
て
い
る
人
が

い
た
。
あ
の
老
婆
か
と
一
瞬
期
待
し
た
が
、

若
い
女
だ
っ
た
。
髪
が
短
い
の
を
見
る
と
、

自
分
の
髪
を
か
つ
ら
に
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
下
人
は
そ
の
女
に
近
寄
り
、
か
つ
ら

を
買
い
、
引
剥
ぎ
で
手
に
入
れ
た
着
物
も

手
渡
し
た
。
な
ぜ
盗
人
で
あ
る
下
人
が
見

知
ら
ぬ
女
に
こ
こ
ま
で
す
る
の
か
。
そ
れ

は
、
下
人
が
若
い
女
と
あ
の
老
婆
を
重
ね

て
い
る
か
ら
だ
。
老
婆
の
お
蔭
で
盗
人
に

な
る
勇
気
が
出
た
し
、
仲
間
が
で
き
た
。

下
人
は
老
婆
に
感
謝
し
て
い
た
。
若
い
女

は
驚
い
た
顔
を
し
た
が
、
や
が
て
涙
ぐ
み

な
が
ら
お
礼
を
言
っ
た
。

　

ふ
と
左
を
見
る
と
、
さ
っ
き
ま
で
い
た

仲
間
が
い
な
い
。
下
人
が
辺
り
を
見
渡
す

と
、
少
し
先
に
二
人
の
男
が
仲
間
に
詰
め

寄
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
も
と
も
と

正
義
感
が
強
い
下
人
は
急
い
で
仲
間
の
も

と
へ
向
か
い
、「
何
を
し
て
い
る
！
」
と
言

っ
た
。
ど
う
や
ら
理
不
尽
な
こ
と
で
絡
ん

で
き
た
ら
し
い
。
下
人
は
必
死
で
仲
間
を

守
っ
た
。
が
、
突
き
飛
ば
さ
れ
、
運
悪
く

頭
を
打
っ
て
し
ま
っ
た
。
男
の
意
識
は
そ

こ
で
途
切
れ
た
…
。

　

プ
チ
…
プ
チ
…
。

　

老
婆
は
髪
を
抜
い
て
い
る
。
今
髪
を
抜

い
て
い
る
こ
の
男
は
昨
日
羅
生
門
に
捨
て

ら
れ
た
。
老
婆
は
す
ぐ
に
こ
の
男
が
誰
か

気
づ
い
た
。
そ
し
て
、
蟇ひ

き

の
つ
ぶ
や
く

よ
う
な
声
で
、「
あ
の
世
で
幸
せ
に
な
れ

よ
。」と
言
い
、
に
き
び
の
な
く
な
っ
た
男

の
顔
を
そ
っ
と
な
で
た
。

　

羅
生
門
に
は
、
髪
を
抜
く
音
が
鳴
り
続

け
て
い
る
…
。

峠
谷
の
ぞ
み（
1-5 

小郡
）

　

さ
て
、
下
人
は
と
い
う
と
、
羅
生
門
の

楼
か
ら
下
り
、
町
へ
出
た
の
は
い
い
が
、

明
か
り
が
ほ
ん
の
僅
か
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
し

か
つ
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
自
分
が
ど

こ
を
歩
い
て
い
る
の
か
を
理
解
で
き
な
か

っ
た
。
帰
る
家
も
な
い
し
、
食
料
も
な
い
。

雨
の
中
た
だ
ひ
と
つ
持
っ
て
い
る
の
が
、

引
剥
ぎ
を
し
た
老
婆
の
着
物
だ
け
だ
っ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
。」

　

た
っ
た
今
、
あ
れ
ほ
ど
肯
定
で
き
な
か

っ
た
「
盗
人
」
に
な
っ
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
明
日
の
暮
ら
し
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
ま
ま
だ
。
も
う
人
々
は
眠
り
に
つ
い

て
お
り
、
着
物
を
売
っ
て
金
に
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
こ
の
寒
い
晩
秋
の
夜
を
野

宿
で
越
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
再
び
下
人

は
と
り
と
め
も
な
く
低
徊
し
だ
し
た
。

　

下
人
は
、
一
度
盗
み
を
働
い
た
の
だ
か

ら
何
度
し
て
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
考
え

に
至
っ
た
。
ま
ず
は
一
夜
を
ど
う
に
か
越

え
る
た
め
に
寝
床
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

夜
道
を
歩
き
続
け
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

ボ
ロ
ボ
ロ
で
人
気
の
な
い
空
き
家
の
よ
う

な
家
を
見
つ
け
た
。
忍
び
足
で
入
っ
て
み

る
と
案
の
定
誰
も
い
な
か
っ
た
。

　

そ
の
頃
老
婆
は
、
下
人
を
探
し
て
も
埒

が
明
か
な
い
と
思
い
、
家
へ
帰
る
こ
と
に

し
た
。
老
婆
に
は
、
下
人
と
違
い
、
お
ん

ぼ
ろ
で
は
あ
る
が
帰
る
家
が
あ
っ
た
。
と

ぼ
と
ぼ
と
家
へ
向
か
う
と
、
誰
も
い
な
い

は
ず
の
家
に
人
の
気
配
を
感
じ
た
。「
空

き
巣
だ
。
捕
ら
え
て
や
る
」
と
思
い
、
そ

う
っ
と
中
へ
入
る
と
、
な
ん
と
下
人
が
畳

の
上
で
寝
て
い
た
の
だ
。

　

老
婆
は
決
心
し
た
。
下
人
が
起
き
て
し

ま
え
ば
力
勝
負
で
負
け
て
し
ま
う
。
老
婆

は
下
人
の
横
に
置
か
れ
た
太
刀
を
握
り
し

め
、
目
を
ぎ
ゅ
っ
と
つ
む
っ
て
思
い
切
り

下
人
を
突
き
刺
し
た
。

　
「
殺
し
て
し
ま
っ
た
…
。
い
や
、
正
当

防
衛
だ
。」

　

今
ま
で
の
罪
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
老
婆
は
、
何
度

も
自
分
を
正
当
化
し
よ
う
と
自
身
に
言
い

聞
か
せ
た
。

　

今
日
も
老
婆
の
家
の
床
下
に
下
人
が
い

る
。

今月の
 1枚「まだ見ぬ世界へ」奥田林太朗　　（中3）稗原


